
 

 

 

 ２０２１年のアメリカプロ野球は大谷翔平君のための１年であるかのようでした。今回は再度、大谷君特集です。記事や写真はＮＥＷＳＷＥＥＫからです。アメリカのマス・メディアは「ヒーロー」が登場すると、天高く持ち

上げ、おだてあげておいて、少しでも調子が悪くなったり、批判されることがあると「どっすーん」と地獄の底まで突き落とす恐ろしい傾向があります。大谷君にそのようなことが起こらないことを願っています（笑）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 12月 01日 第 35巻 32号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

大谷君のどこがすごい

のかは知っていますよ

ね。それは記録と同時

に、彼の「人間性」な

のです。「強欲（ごう

よく）で傲慢（ごうま

ん）で他者を顧みよう

といない、どうしよう 

も な い ア メ リ カ人

（笑）」とは全く異なっ

た、素晴らしい性格を

している点なのですよ

ね。この性格は、大谷

君が小学生高学年から

中学生になる時点で努

力と時間をかけて作り

上げたものなのです。

森館長よりもはるかに

立派な人間性を、若く

して備えておられま

す。 

【右】アメリカの歴代の大

統領の御用達（ごようたし

＝地位の高い人の愛用：も

ちろんオーダー・メイドで

す）であり、館長も御用達

（もちろんレディ・メイド

です）のブルックス・ブラ

ザーズという洋服会社の宣

伝です。アメリカでは倒産

したとＡＳＳＥＴＳで教え

ましたが、ブランドは残っ

ているようなので、安心し

ました。（笑）。 



Ｆａｃｅｂｏｏｋ は世界中で批判の矢面に立たされています。強欲であるとか、世界の子供の将来のことなど全く考えていないとか、世界中で競争相手を脅しているとか、脱税をしているとか、悪評には限りがないほどです。

大きくそして強くなりすぎたからということも言えると思います。しかしそれだけではないことが、元従業員による、社内での意思決定過程での無慈悲かつ非人道的な部分があるという、アメリカ上院での証言で、明るみにな

りました。写真の女性は当該の元従業員であります。尚、フェイスブックは名前をＭＥＴＡ（メタ）に変えていますので覚えておいてください。 

右の記事は、ＮＥＷＳＷＥＥＫに掲載された、志成館一押しの信頼できるアメリカ人であるパックン＝パトリック・ハーラン氏の記事です。内容は、イギリスのたばこ会社が「タバコが人類に有害でわかっているにもかかわら

ず宣伝をし続けた」という犯罪的な行為と批判したうえで、フェイスブックも同じように、「世界中の人々に、重大な悪影響を与えるという事がわかっていながらも、それを隠して平気で、犯罪的な行為をし続けている」という

ものです。➡「タバコによる税金収入（地方税）」が「タバコを現認とする病気への（国や地方公共団体）による医療費への支払い」の方が大きくなったので、「禁煙」運動を始めたのです。日本も全く同じなのですよ。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左】 黒い岩の

中にそっとたたず

む「シロクマ君＝

北極グマ」です。

実はここは北極圏

であり、（北緯 67

度以北の極寒の地

を指す言葉）本来

ならこの写真の黒

い色の岩はすべた

が「雪」にうずも

れて真っ白色で、

白クマさんはどこ

にいるのかわから

ないはずなので

す。恐るべき環境

破壊の写真です。

ＴＩＭＥから。 

【左】アメリカの議会

の上院で、フェイスブ

ックのマーク・ザッカ

―バーグＣＥＯが、フ

ェイスブックの運営方

法が、子供たちへのと

てつもない悪影響を知

っていながら、お金儲

けのために、知らんぷ

りをしていたという

「内部告発」をした女

性の写真です。ＴＩＭ

Ｅの表紙にもなってお

り、事務室前に写真が

あります。このような

勇気ある人たちによっ

て、社会は少しづつ改

善されるのです。 

【右】このことに関し

ての、パトリック・ハ

ーラン氏の記事です。 


